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5‘)実測誤差の標準偏差を0.007 としてサンプリング周期を 3 ~24時間の範囲で変更した場合，サン
プリング周期が大なる程利潤は低下するが， 0.007以下である場合 6 時間以内であれば十分である。
以上の成果は固定化酵素プロセスの改良に寄与し，酵素工学の発展に貢献するところ大であるO よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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